
日本ウェルネス歯科衛生専門学校 

2026 年度学校関係者評価 報告書 

 

学校法人タイケン学園 日本ウェルネス歯科衛生専門学校関係者評価委員会は、「2025 年度自己点検評価報告書」の結果に基づいて学校関係者評価を

実施したので、下記のとおり報告します。 

 

1. 開催日時 2026 年 5 月 28 日（木） 19:00~20:00（対面・オンライン） 

2. 学校関係者評価委員（五十音順） 

田中 入 朝霞地区歯科医師会 

稲垣 貴惠 昭和医科大学歯学部兼任講師 

鯉江 夏美 元歯科衛生士学校教員 

和田 めぐみ 和田歯科医院 

事務局 

落合 邦康 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 校長 

大川 浩子 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 事務長 

池澤 陽子 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 歯科衛生士科Ⅰ部教務主任 

橋本 治美 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 教務 

猪島 恵美子 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 歯科衛生士科Ⅱ部教務主任 

清水 秀子 日本ウェルネス歯科衛生専門学校 教務 

3. 学校関係者評価委員会議事概要 

2025 年度自己点検評価報告書を事前配布の上、評価・意見を聞いた。 

 

 

 



大項目 小項目 評価の基準 評価・意見 
自己点検 
評価 

学校関係者 
評価 

１ 

教
育
理
念
・ 

目
的
・
目
標 

1.教育理念、目
的及び目標の
設定等 

教育理念等を踏まえ、当該専門学校として
の目的及び目標を明確に設定し、養成する
人材像を明確にしていること。 

学園の 3 つの建学の精神のもと、歯科
衛生士に関する知識ならびに技術を修
得するための専門教育を行い、歯科医
療施設および関連業界で即戦力として
活躍できる人材の育成を目指している
のは素晴らしいと思う。 

３ ３ 

２ 

教
育
課
程
、
教
育
の
実
施
、
学
習
成
果 

1.教育課程の
編成と授業科
目 

①学校の目的・目標及び養成する人材像を
実現するために必要な教育課程編成・実施
方針を作成した上で、教育課程を体系的に
編成し、系統性・段階性に配慮した授業科
目を配置していること。 
②外国人留学生に対して、日本国内に就職
する際に必要となる日本社会の理解の促
進に資する授業科目を 10 単位以上開設し
ていること。 

１年次から段階を踏んで、各科目を確
実に理解できるようにじっくりと取り
組む体制にして、国家試験合格に向け
て教育を行っている。また、学生と教
員の距離感が非常に近く、面倒見は素
晴らしいと思う。 
 

３ ３ 

2.教育の実施 

①授業科目内容に応じ、講義、演習、実験、
実習又は実技など、適切な授業形態で教育
が実施され、かつ、適切な教材が用いられ
るとともに、成績評価基準に基づき成績評
価を行っていること。 
②企業等と連携した、実習、実技、実験又
は演習等（以下「実習・演習等」という）
の授業を行っていること。教育目標の達成
に必要な企業等と連携した実習・演習等の
単位時間または単位数の総授業時数に占
める割合を具体的に設定していること。 

授業科目の内容に応じた授業形態がと
られており問題ない。 
また、臨床実習では大学病院、総合病
院、歯科医院等、豊富な臨床実習施設
があり、時間数もしっかりと設定され
ている。 

３ ３ 



大項目 小項目 評価の基準 評価・意見 
自己点検 
評価 

学校関係者 
評価 

２ 

教
育
課
程
、
教
育
の
実
施
、
学
習
成
果 

3.単位・卒業認

定 

学校の目的・目標及び養成する人材像を実
現するために必要な卒業認定方針（資格・
免許等を含む修得させる職業能力を含む）
を学科・コースごとに定め、当該方針に基
づき卒業の認定をしていること。 

進級認定、卒業認定の基準は学生便覧
に記載されており、保護者にも文書を
出して周知されているので問題ないと
判断する。 

３ ３ 

4.学修成果目
標の達成状況 

①卒業認定方針を踏まえ、学科・コースご
とに職業能力を含む資質能力の修得（資
格・免許等の取得や知識・技術・技能の修
得含む。）についての目標を定め、その目
標が達成できていること。 
②学生が望む進路の実現に関する目標を
定め、その目標が達成できていること。 

2025年度の歯科衛生士国家試験の現役
生合格率は 100％素晴らしい。 
留年した学生がいたことを教職員全員
が悔やんでいる姿を見て、来年、この
学生達を必ず合格に導くと確信がもて
た。 

２ ３ 

３ 

学
生
の
受
入
れ
、
学
生
支
援 

1. 学生募集及
び入学者の選
抜、収容定員の
管理 

①入学者の受け入れ方針、入学選考基準、
方法を定め、入学希望者に明示し、入学者
の選考を公正に行い、合否を決定している
こと。 
②学生の受入れは、入学定員に基づき適正
に行っていること。 

ホームページ、募集要項で明示され、
入学希望者には説明会を実施して詳し
く説明している。入学定員はほぼ適正。 

３ ３ 

3. 多様な学生
に対する支援 

②特に海外からの留学生について適正な
在籍管理、進路（就職）指導を行うととも
に、日本人学生との交流の機会が確保され
ていること。 

少人数ではあるが毎年留学生がいる。
病気になった等、やむを得ない事情以
外で退学する学生はいないし、クラス
全員仲良く話している場面も確認して
いるので良いと思う。 

３ ３ 

 

 



大項目 小項目 評価の基準 評価・意見 
自己点検 
評価 

学校関係者 
評価 

３ 

学
生
の
受
入
れ
、
学
生
支
援 

4.学生生活に
関する支援 

①カウンセラーの配置、相談室の設置な
ど、学生の相談に対応するための環境整備
を行い、適切に運営していること。 
②留年者、退学希望者など学習の継続に困
難な問題を抱える学生に対し適切な対応
を行っていること。 
③学校保健安全法に基づく学校保健計画
を策定し、学生の心身の健康管理体制を整
備し、適切に運用していること。 
④学生のキャリア支援、就職支援に対する
支援体制を整備し、適切に周知、運用して
いること。 

教職員誰でも相談できる体制がある
し、学生もよく相談に来ている。 
また、日本学校メンタルヘルス学会の
理事でもあるグループの大学先生に臨
床心理学を教えてもらっているので、
学生も相談しやすい環境にあると思
う。 
 

２ ２.５ 

４ 

教
育
実
施
組
織
・
教
員 

1.教員の配置、
募集、採用 

①教育課程を実施するのに必要な、資格・
要件を備えた教員を確保するために基準
等（教員の採用基準等）を整備し、適正に
運用していること。 

資格要件を備えた教員ばかりで安心で
きる。 

３ ３ 

2. 教員の組織
編制等 

①学校の目的に応じた分野の区分ごとに
必要な教員組織を整備し、業務分担、責任
体制を規程等で定めていること。 

専任・兼任問わず全体でうまく連携し
て進めていると思う。 

３ ３ 

3. 教員の資質
の向上 

①学校の教育活動の改善、工夫を行う
FD(Faculty Development）などの取組や、
教員の研究活動、自己啓発等への支援を行
っていること。 
①-2 特に職業実践専門課程においては、
企業等と連携して組織的に行っているこ
と。 
②教員の授業及び指導力等を修得・向上す
るための研修を企業等と連携して、組織的
に行っていること。 

大学主催の FD 研修会が行われている
ことと、常に外部の講習会、セミナー
などに参加しているのでよく勉強して
いると思う。 

３ ３ 



大項目 小項目 評価の基準 評価・意見 
自己点検 
評価 

学校関係者 
評価 

５ 

教
育
環
境 

1. 教育環境の
整備 

①教育上の必要性に対応できる施設・設
備、機械器具等を備えていること。 

必要な設備、機械器具は揃っているが、
徐々に新しいものに入れ替えていくこ
とが必要。 

２ ２.５ 

2. 安全対策、
防災組織 

①学校保健安全法に基づく学校安全計画
を策定し、学校における安全対策を適切に
行っていること。 

学園でマニュアルなど統一したものを
作って管理をしているので、問題ない
と思う。 

３ ３ 

６ 

教
育
活
動
の
基
盤
と
改
善
・
向
上
の
取
組 

1. 中期事業計
画と財務基盤 

②当該専修学校の教育活動を安定して遂
行するために必要かつ十分な財務基盤を
確立していること。 

法人の財務基盤は安定しているので問
題ない。 

３ ３ 

2. 学校運営 

①学校運営の組織体制を整備し、適切な運
営が行われていること（職業教育に関する
マネジメント（教育の企画・設計・運営等）
における責任体制を含む。）。 

学園本部の方針に沿って行われている
ので問題ない。 

３ ３ 

3. 学校評価の
実施と改善活
動 

①学校関係者評価委員会、教育課程編成委
員会等外部からの意見を反映するなど、関
連企業等団体、地域社会等からの意見を当
該専修学校の運営やその改善・向上におい
て活用していること。 
①-2 特に職業実践専門課程においては、
教育課程編成委員会を年 2 回以上開催し
ていること。 
②学校評価を実施し結果及び改善状況に
ついての情報を公表していること。 
③学校評価の結果に基づく改善への取組
を組織的かつ継続的に行っていること。 

学校関係者評価委員会、教育課程編成
委員会はて定期的に開催されており、
また協議した内容をカリキュラムに反
映させるなど改善を行っている。今後
も更に改善を行い、よりよい教育を行
っていってほしい。 

３ ３ 



大項目 小項目 評価の基準 評価・意見 
自己点検 
評価 

学校関係者 
評価 

６ 

教
育
活
動
の
基
盤

と
改
善
・
向
上
の
取
組 

4. 社会からの
理解と情報の
公表 

①当該専修学校の教育活動、学修成果、学
校運営等の状況に関する情報を積極的に
公表していること。 
②教育目的・目標の達成状況や活動状況に
ついて関連する教育機関、産業界等をはじ
め、社会全体からの理解を得るよう取組ん
でいること。 

毎年行っている歯科祭は、霞地区歯科
医師会の協力で行っている。せっかく
歯科医師会に協力していただいている
のであれば、地域にも広げていくこと
を望む。 

２ ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


